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松別地熱地欝の地質構逡

中村　久由　　幾　　清墾

　松州地熱地帯の地壷地質調査，物災錘擦査（電鶏および

地震探査），および構造試錐調査の結畢を総括レ，松州地

螂こおける地熱の存在状態と地、蓼構造との関係を述べ

た．特頓，藤鷺螺号井の結果が，松川地域の深部構遣を

考察するうえ韓有効な資料を書簸飲しただけでなく，噴出

蒸気量がほぽ一定の状態で保たれているごとは，少なく

とも深度藤離蹴以下に安定した貯溜層が存在す愚ことを

裏ずけるものとして浅購を引く．現在までの掘さく深度

は難雛嚢驚であるが，さらに転欝○蔭鷺慮で掘さくした場

合，第三紀石英安山嚢熔岩およびその下部の山津剛騰の

中紅優勢な貯溜層の存在が期待で灘るので，地熱開発に

藪接結びつくほどの大きな成果が得られる凱と棄強調し

た．

松想地熱地帯の地球物理的構濃

畢川正巳

（地質部）

　松州地熱地帯において地震探査，電餓探査を行なった

が，その後いくつかのボーリングA厳一窯，鷺蘇一蚤，慕民

捻の作井に伴ない，物理検層（＄．銑，比抵抗，測激〉も

実施t、た．なお樵れらのほか，ボー一リング灘アおよび地

表露籔の新鮮な部分か1）サンプルを採！ラ，それらの中を

つたわる地震波速度，密魔，孔隙率等を室内で実験し

た．

　鴇れらによつて，すでに得られている地質推定断而図

賦対応する物理的推定断酬灘をつくつた．かつボージン

グ完了後，減圧によ鹸熱水から蒸餓を噴出させている

が，それらの測定（時間的変化も含め）を利用して，熱

力学的考察を加え，当地域における蕪y畿鱗蝕撒撚1

響朧驚を推定レた．

　それによると構造線1こ沿つて地下から上昇してくる熱

水が浸透性地層の中に浸入し，その地層申の水をあたた

めて地下に二段の熱水地帯をひくつてお賛，地表には

襟輪v離のあることがわかつた．　　　　　（物理探査部〉

翰舞地熱地で採鞭燃れた試錐雛アの変鷺

角　溝愛

松川地熱地における地表の変質帯は葱一L紘瓢の幅

嚢もつ鴫劔難W欝Wの方向鰭約職難にわた今てい

　寧灘擁醗究難義嶽講演要縞醸藏欝窮麟簾月塞鰍ζ隷・て糖擁馨

る．マ本の試錐孔を結んで変質帯の延びとほぼ直角の

NW講鴛方向に切断線を設定し，羅アの資料を用いて

地質断磁図，変質帯断織図および温度断鷹図を作成し，

燃れ鄭相互の関係について述べた。断顧図¢）大き憲は水

平距離灘○鷺，深魔3爵鈎鱒○雛である．

　地難、は深度約鱒軽撚を境煮して、L位に輝灘安山岩熔

塚　下位に石英安山羅凝灰岩があ讐，後者の1書観薄い石

英禽有安山岩熔暑が挾蜜れる。変質帯はp騒条伴をもと

とじて置帯（鉄サ，蓬、ナイト，方解石など），　叢帯（騰ン

響1ハ驚ナイ／・，寿オリナイトなど），　灘鞍（カオジナイ

トなど〉および騨帯（熟オソナィト，明磐石など〉に分

けられ，累稀醗列をする．W帯は欝嚢瓢以下ではみられ

癒いが，他はいずれぬ深産にも分布する．難端の形は

複雑であ愚が，原岩の種類と関係があ撃，いくつか¢）層

状のものの組合せと考えられ恐窺

　滋度断面図紅よつて考察すれば温臓の急激な上昇は上

盤の五帯の発遠の程度暴難．勧糠携），澱度篤軽騰付近で

著レい．これは凱の深腰よ肇上位が輝石安山繕で，こ嫌

は夏帯であ礁ことが多いためで騰る．しかし同じ訟の深

度でも爾東部では三帯の発達が悪いために，嬬の部分で

の撮度、鉱昇率は特に高く蹴く，各深度轍平均化されてい

る．このように松川地域の地下における変質潜は，少な

くともその一部は，現在の蒸気帯と¢）問1轟密接な関係を

有している．　　　　　　　　　　　　（地質部〉

溝の鵡地熱地欝の間題点

地熱グループ

葛根剛珪流域滝の上地熱地帯就おける地形判読，地表

地質調査の結果から，臓気・懸泉の分布が地質構造なら

びにキ舞と密援な関係にあることが漸次明らかになつて『

きた．この、鄭鴇ついては，昨年塵来実施申の浅いボー鍵

ングの結果によ蜂，憲らに鰻ダけを行なつている．

　この地域は第三紀鶏津購層の分布地域であるが，構造

的に背斜構造で特徴ずけられてお夢，すでに下部の硬質

頁岩の～都が露出転、てい贔ため，貯溜層とな欝養惹砂質

の地層が浸食欠除レてい恐う熱みはあるとはいえ，臓気

・撮黒の分布の広憲が，他の地滅でみられぬほどの広い

範囲を占めてい愚瓢とか辱みて，地熱の規模の大鷺憲に

ついては，大懸な期待を持ちうる地域といつてよい．将

来，さらに地熱の存在状態を瞬らかにするため，数本の

構造試錐が必要である．

雛一～（熱鷺）



蟷質調査新趨報く第捻巻第鴛讐）

地熱地域鵜おけ難熱流灘測驚鵜ひいて

　　　　　　　　　馬場健三

　こ慧でいう熱流量は蓑然の放熱量グ）意味である．最初

に纏熱地域の嶽然の放熱轍は伝導就よつて行なわれてい

るものと，熱水・噴気などに伴なつて行なわれているも

のとがあることを説明する．次に今後開発されで行くで

あろう地熱地域紅とつてこめ知識が搬もの地下構造に関す

る知識と併せてきわめて重要なものであること藩こついて

述べる、そして測定法について主として綴識一一ジーラン

ドで行なわれている方法を大略紹介する．最後に測定鍔）

難しいいわゆる蹴轍灘輪暮慕齢罷癩では地表放熱量とし

てどの程度を期待したらいいかを霧察してみる．それは

半無眼の均質多孔媒質中に水の飽和蒸気の流れを考え地

嚢放熱量，地灘分布等の関係を簡単に蓉察するものであ

る．　　　　　　　　　　　　　　　　（物理探査部）

地熱地帯の地隷物理酌構瀧

幕川　正巳

　地熱燈帯というのは丁度，釜の蓋，割れ鞭憲たは浸透

性のある申昧に水が入つて潔轡，蓋の底から熱してい蓄

ようなものである．

　この容れ物の中の形，深さ，大きさを推定するの紅種

種の物理探査一電気・地震・磁気および検雇等の方法が

利用される．

　容れ物の中での鞠癒礁蜜撚籍y蹴蹴どしては，熱

伝導，対流，流体の移動の慧つが考えられる。これらの

おこ1）方について説明討議した．

　な聡，大きな構造線（たとえば3櫨搬以上の長さのぴ

ろが替を持つ）をしらべるのには夕地熱地帯付近の湖に

おいて測混，スパーカー等を実施することが望窪しいと

付け加えた．

　熱そのも疏）やマグΨの研究の大切なことは（地熱み懸

題の墓礎として）当然で，それについても多少ふれた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　〈物理探査部）

覆一く欝霧）


